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３月議会 代表質問 
【健康こども部所管】 

○コロナウイルス対策で発熱のある方と自宅療養

者への本市の対応について 

【問】発熱した際に、どこの病院も診断してもら

えないとの訴えがあった。本市の相談窓口での対

応と、陽性となった自宅療養者への取り組みを伺

う。 

【答】オミクロン株が急増した時には近くの医療機

関を受診できない事例があった。そのような場合は

市外の発熱外来や県が設置した「千葉県新型コロナ

ウイルス感染症検査キット配布・陽性登録者センタ

ー」を紹介している。自宅療養者には保健所の要請

に従い、市職員による健康観察を実施し、３月１４

日時点で、１０人に電話や訪問で安否確認を実施し

ている。また県の配食サービスが登録から配食まで

時間がかかっている状況を受け、食料調達にお困り

の方を対象に市で備蓄している食料の配布を行っ

た。 

【総務部所管】 

○区・自治会への加入率向上への取り組みにつ

いて 

【問】第１１次地方分権一括法は「自治会の法人

化」に関して、これまでの規定を改めて法人化への

道を広げたが本市では自治会の法人化についてどの

ように取り組んでいるか伺う。 

【答】現在、市内において既に法人格を取得してい

る区・自治会及び団体は８８団体中１５団体。

「区・自治会ハンドブック」において、法人格取得

の必要性や手続きについてお知らせするとともに、

法人化を検討している団体から相談があった場合に

は窓口対応してきたところ。法改正を受けて既に市

ホームページの内容を改 

訂し、周知を図っている 

ほか、ハンドブックの改 

訂版をお配りし、法人格 

の取得が推進されるよう 

引き続き積極的に取り組 

んでいく。 

 

【教育委員会所管】 

○ＧＩＧＡスクール構想の現況と課題につい

て 

【問】ＧＩＧＡスクール構想の前倒しにより、

一人一台のタブレット端末の配布が行われ学校

や家庭学習での活用が進んでいるが、タブレッ

ト端末を活用した学習の状況と見えてきた課題

について伺う。 

【答】学習の状況は主に学習支援ソフトを活用

したドリル学習や、資料等を共有して話し合い

活動を行う学習等が行われている。また、持ち

帰らせたタブレット端末を利用した授業のライ

ブ配信やドリル学習を行う等、オンライン学習

の取り組みが行われて 

いる。 

課題としては、導入時 

に教員がタブレット端 

末の活用方法習得に時 

間を要したことが挙げ 

られる。 

 

 【環境経済部所管】 

○脱炭素社会への取り組みについて 

【問】ゼロカーボンシティ宣言の取り組みは市

民の皆さまの協力無しでは達成できないと考え

るが、市民の皆さまへの行動変容を促すにあた

り、グリーンライフポイントの導入を検討して

みてはどうか伺う。 

【答】グリーンライフポイントは脱炭素・循環

型のライフスタイルへの転換を加速するため、

日常の環境配慮行動に対し、ポイントを付与す

る新たな制度であると認識している。 

市民の皆さまの行動変容を 

促すための取り組みの一つ 

として有効な手段と捉えて 

おり、本市に適した脱炭素・ 

循環型ライフスタイルへの 

転換に寄与する取り組みを 

考えていく。 
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≪6月議会の予定≫ 

6 月 6 日（月） 開会 

6 月 13 日（月）～15 日（水）常任委員会 

6 月 16 日（木）～24 日（金）一般質問 

6 月 29 日（水）  閉会 

人口 95,983 人（43,007 世帯） 

（内外国人 2,746 人 1,293 世帯） 

高齢化率 28.52％  後期高齢化率 15.59％ 

【R4.4.1 現在 住民基本台帳より】 

 令和４年度一般会計予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度の一般会計予算は、前年度に比べ２６億１０００万円（８．９％）増加し、３１９億６

０００万円となりました。 

歳入では、市税が１０９億７１００万円（４．３％増）、地方交付税及び臨時財政対策債は、国の令

和４年度地方財政対策を踏まえ、合計で４０億円を計上しています。 

歳出では、庁舎整備事業の増加により、総務費が４５億６８７５万円（４４．８％増）、子育て支援

の充実や社会保障関係経費の増加等により、民生費が１５１億１３７９万円（９．９％増）、新型コ

ロナウイルスワクチン接種関係経費の増加等により、衛生費が３１億７２６２万円（６．５％増）、

八木原小学校大規模改造事業の増加等により、教育費が３４億２０７２万円（６．６％増）となり

ました。 

平成13年に事業認可された鹿渡南部特定土地区画

整理事業（ヤックスの向かい）は、21 年の歳月を経

て、いよいよ終結に向けて動き出した。 

R2 年、組合より裁判所に特定調停の申請があり、

事業者 80%、申立人理事 90%の債権放棄（合計 8 億

9570 万円）の合意が 2 度目の調停で整い、市の助成

金 2 億 7 千万円の支出を求める議案が出され、採択

された。この合意がなされなければ、最後すべて市が

被りかねないことを考慮すれば致し方ない決断だっ

た。組合は、市からの助成金、および 96 人の組合員

の賦課金（3 億 5 千万円）、残りの保留地処分（3800

万円）により令和 7 年度までに残事業を実施し完結

する。 

【参議院選挙比例区予定候補】 


